
地域日本語教育の体制づくり
担当者向け研修会

令和７年９月17日水曜日 13:30-15:30

日時

オンライン開催（Zoom ウェビナー）

開催形式

自治体職員や国際交流協会職員など、東京都
内で地域日本語教育の体制づくりに関わる方。
※それ以外の方も傍聴いただけます。

対象

８０名

募集人数

以下のフォームにアクセスして
お申し込みください。
https://forms.office.com/r/tq71vH65B5

＜締切：令和７年８月31日（日）＞

申込

【問合せ】   公益財団法人東京都つながり創生財団
多文化共生課 伊藤・渋谷・野末

Tel: 03-6258-1236 Email: nihongo@tokyo-tsunagari.or.jp

主催│公益財団法人東京都つながり創生財団

地域日本語教育コーディネーターに
求められる役割について

基調講演

吉田 聖子 氏
文部科学省地域日本語教育アドバイザー
日本語ボランティア手帖著者

事例紹介①

横浜市国際交流協会

藤井 美香氏
小林 航大氏

事例紹介②

武蔵野市国際交流協会

田村恭子氏

＼登壇者によるパネルディスカッションも行います／

地域日本語教育コーディネーターって、どんな役割？
体制づくりの基本から一緒に考えてみませんか。
令和元年に「日本語教育の推進に関する法律」が施行されて以降、地域日本語教育の体制づくりに取り組む

自治体が増えてきました。 今回の研修では、「体制づくりって何？」「自治体はどんな役割を担うの？」といった

基本を確認しながら、「地域日本語教育コーディネーターの役割とは？」というテーマを深く掘り下げていきます。

https://forms.office.com/r/tq71vH65B5
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